
2014 年 9 月 12 日 

概略 奥日光のほぼ全域でシロヨメナが見頃となっている。林床を埋める白い花畑は、シカ

の食圧により選択的に生じた景色だが、幻想的で美しい。 
小田代原の草紅葉が進む。例年は 9 月下旬に赤の発色が最も鮮やかになるが、それま

での間も様々な色調のグラデーションが楽しめる。 
湯元では桜のほか、ツツジ類やヤマボウシの葉が色づき始めている。奥日光は木々の

実りの季節に入り、ミヤママタタビやズミ、カンボク、オオカメノキなど、色々な実

を見ることが出来るが、戦場ヶ原の泉門池周辺などでは、実り始めたミズナラのドン

グリをクマが食べたクマダナが残されていた。昨年の今頃はシウリザクラの実を大量

に摂食した個体がいた。全域がクマの生息域であることを忘れてはならない。 
ヒメマスやホンマスが婚姻色を示し、陸上に先駆けて色づきを見せる。湯元の釣り事

務所前や、菖蒲ヶ浜の魚と森の観察園なら気軽にその姿を眺める事が出来る。 
9/11 から湯元足湯が仮復旧し、一部利用が可能となった。 

各所 

9/8 シロヨメナの道(西ノ湖) 9/8 カジカガエル幼体(西ノ湖) 9/12 オオカメノキ実(湯元)

9/9 葦原（北戦場） 9/12 ヒメマス婚姻色（湯元）

イベント 9/13~14 高原の風物語 in 大笹牧場 
9/14 残したい日光の森と木（自然博物館）

9/20 ファイナルフィッシングフェスタ(湯ノ湖) 

9/28 ガイドツアー草紅葉と葦原の黄葉 
随時 ネイチャーウォッチング 

(小西ホテル ネイチャーウォッチングツアー)

 


